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〈研究紹介〉

宇宙環境と飛朔体環境

, j":'1尚子1·+liJI 究所佐々木進

'j':'Jj I耳I阜 といヲ. j" !Kは JJU，では(I '，;i~' (I~J に il.!!

!I i されています。判。{:ti1fJI~. ~~予て'の観測の h'! み--，- H ね

によリ. 1'1然科--'!としての 'j:- Jj ml 克のモデ It- L か

なリ正舶なむのか師りれつつありま i- 0 しかし主

力、ら 'j ・ HI 機~;;:か実際にさらされ 'j':'1 山へ進出す

る人lr(か JJI.'Jf.に体験するという実際的な怠叫えでの

'i·:'lii f. ~J u.，よ， y..くの場合下 l 然的 1 街 J>1 1立とは民な

っていま 1 。なぜなら. j<'1 山:1: "IJ では成期 H，j.;その

むのが周辺に判イ iの環境 ~.馴 f，j.; 1>1肢 を形成 L.

成樹 i本に来っている機~1::や撚来上 i はそのねイ!の 1

'Ii i環境を紙験することに fよるからです。

飛初体環境科学
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八ι ，夫λ助験;(刊 4村;i. ()川 H川Jj述 d車i~総詰をJl川 11 '、た j川'Ii i f科h':尖耳験車) Iに』参

川加l しま L た命オ一ピタ一カか、 hのa4必!: f ピ一 Jム舟. フラ

ズ'7，がえ放射に 1'1'って勺 1へのニとなかり 川 j立

のガス.フラズ7 U岐J~i!x: U: 大きく変化しまし

た ところがこれらの実験を j j 勺て、、ない !VIIi\!に

b. {-;t!，!をはるかに 1 -.1 111 る HH 械の.fl;'l J止の変動

かlIL ill l! さ Iしまたその f;U~ そのむのむ I" 吠の j: 'Jii

"iI立とIJ:大きく誕なっていました 9 こ ili， llll'羽1

f，j.;か大司'I て'あることによる強 JJ なラム・ウェイク

効果や.オービ 7ーかりのガス{アウトカス ス

ラスター噴射}によるガス 7 ラズマ制 1'-.fl: lI! など.

kf-i>フラス -...JJL象でも Il( ，止な i生川を!恥している料J

I~!機桃による L のと解釈されましたか. 多くの均

合その!~体(I'Jなメカニズムを解明するまでにはヤ

リませんでし た 今 f主人wが本給(I'Jに ('Iiiへi且 11\

する .t~j{~に i北jミに体験する，j':HiJj;lJ~はまさにこの

ような4'Utlであることから町Jlt制休 l.·~ j目的 J~'lj止め

~WJt I よ. ';':'!l i フラズ7物即の立J~jかんだけでなく，



7 ，，/ハコ ンが形成され.これらが，飛測体環境

の)，~本的な桃iii となります(第 l 図)。基本構造そ

のものの有在については、日正に初期の飛抑休てF般

市七されており，分布 l児数から粒子衝l且分布を数値

制分で解くことができます。しかし，ガスについ

てもプラズ7についても計算されるモデルとスペ

ースンャトル等て'の観測ギ尖は一般にかなり輿な

っています。プラズ7温度がラム側.ウェイク側

ともに数千度上lil することや，広帯域低周波ノイ

ズが強〈励起きれていることから.粒子波動相互

作用がプラズマ環境の形成に~!11い彬科を及ぼして

いると考えられます。 SEPAC 笑験では，才一ピ

ター後 hj則でほのかむ発光現象が観測さ tしガス

放出によって発光が抑えられるという否妙な現象

が観測されました。またスペースンャトル 3 号機

の環境計調'J(PDP) では司オービター進行方向側

から飛捌体環境起源とみられるイオンビームの発

生が報告されています。いずれも If，(囚は現拘のと

ころ全〈不明ですが，ラム11\11 にもウェイク側にも

非1おに活党主プラズマ刊I+iが干fイ上することを強〈

示唆しています。ガスJ;l境め場合. n~淵体力、ら放

出されるガスにより自然のガス環境とは人;きく異

なった環境が形成されます。 SEPAC 実験の喝令

には，高真空であるべきウェイク 11\11 で L 自然のガ

ス密度の JOf帝限度i出いガス奮J!r.が計 il\ll されました。

n~m体から放山されたガス(;j:周辺プラズ?との有I

111交換やガス放屯現象により成捌体とともに動〈

プラズ"?，]~:を発刊させ， fJ\主主悦 IV<:波付近の ilJiを VJ))

起します。 n~調1体KI(ti て'の If，\(状般#11 肘に代表

される原子分子反応、iJ.周辺ガス組成に ~J轡を与

えるとともに表面材料劣化の要|刈となります。ラ

ム側表 rfiiて'観測される亦色域の発光現象(ラムグ

ロー)も表 I(ti での原 f 分イ反応によると考えられ

ていますロー Ji. 飛朔休で. 1:!:iHiJ土太陽'7tI i也."7

イ 7 ロ ilJi i是也， 7ll.気推進.粒 r!庇 tH など周辺 1;1境

と強〈干渉する五llJ日や尖験が行われる場合には.

当然それぞれの是正IIIiこ対応した特訂の飛捌休環境

が形成されます。尖際の成制体環境は.これらの

裟凶が相互にからみ合って形成されるためかなり

惚維でダイナミ y クな様相を呈します。 JJU，のと
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第 1 図 飛初体環涜の基本有毒造
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低軌道大型衛星の飛朔体環境

(1\'軌道 1:1.i l，!の場合には，ラム・ウェイク作用‘

ガスプラズマ相III刊閉.表出!京子分干反応. f;l岐

とー1二 i!l'するような機器運用が飛初体m境の形成に

こ正要な役:II~J を採します。飛初体的速度は"曲·i~·.

!胡辺煤質的也迷よリ早いため.進行 hI"Jf則(ラム

!i I")) ではガスとプラズ?のたまリが作句 jし後

厄(ウェイクカ rl'l )では粒 f 宥!主の耳 ~'TW な領域と

宇宙環岐阜 l用の立場からも非常に重要なものにな

ると与えました。その後. SFU(SpaceFlyer

Uni t)に搭載する環境計 il\l J システムを開発する機

会を与えられたのを機に， 到t朔休環境科'"j:"とい

う新語を作 I) , 飛朔体制 illに形成されるとド街環境

のIlf'先を始めました。宇宙環段とは一般に抜射線.

両エネノレギー，光学環境を含みますが，ここでは

便宜的に.ガ人プラ丈7'， '，1.£磁環境についての

み述べます。宇宙空間lではあらゆる物体は.周辺

の媒質や場に対し向述て・相対運動するのがi曲砧の

状態です。従ってその周辺では物体と周辺媒1'I と

の IHI の相対主ll !f!JJに Jtづく柑互判別により特有の環

境が形成されます。またこの邸宅克は，物休の形状，

ilL磁気的判 n. 能動的性質(ガス放出など).表前

物刊に強〈依存します。この主場からは地球磁気

悶ふ太陽からのプラズマ流と地球との相対運動

によって形成された一位の飛捌体環境とみなすニ

とができます。



ニろ特定の刊を初体に対しその周辺£;1岐を総合的に

子測することができる段階には至っていません。

f~境形成の聖書凶をひとつひとつ定量的に評価した

後.そ tピらを組合せて総令的な環境モデルを作り

上げる必要があります。

飛勿体環境の計調II

費量測体環境の!鮮明には，失際の飛掛H<I;で機々な

条例ーでの~~制4体環境を計 iJ\lIすることが最も m裂で

す。~~掛1体環境の研究ではひとつの物理量を同じ

場所でいくら精密に計測してもそれほど意味があ

りません。地球他気圏の解明のためあけぼの"や

GEOTAIL" がとっていると同様な.総合計測・

同II;~~点計測のアプロ一千が必裂です。多数の;十

iJ\lI器からなる総介環境計測械を|非l発するには，そ

れぞれの計剖l凶器の専門家の参加が不 nf欠です。 19

94年に第 I 次ミ 1:.-" ョンが予定されている SFUの

環境HilllJ ンステムでは，科学衛星や観iJ\lI ロケット

で計測絡を rm発してきた大学や研究所の研究者が

各品III :.E 協のIHJ発に参加しています。このンステム

は 2flの計 iJ\ll 1liiハ y ケージと 4fl の小J~Jti}{lJ*ヤぐ y

ケージから桃成され，フラズ-;>，/長度計， ';j£f.立 lit.

波動受信機"江了寄!主変動検出器，総力計 . Jr~

~i'，質量分析提唱分 Jt昔it 材料劣化計 iJ\lI器， I副収

用材料劣化試料.-;>イクロ G メーターが組込まれ

ています(第 2 図)。各センサーの方向 J"十 iJ\lI範聞

は飛捌体環岐JhJll胤として設計さ tし重要な物理

母については故大 4 点の|石l時計測が可能てωす。総

illHiは約70kgて'あり， ひと皆Wjの科ザー衛星Atみで

すが. 今後ヰヰニ寸li J1必LμI地也 t等T の大
y司咋引1P別

lリj 丹飛t制捌司件体;に撚4準h的に千撚拝

A載車しうる月飛~~期捌4羽Hi休1ドi環境計 i州l川川ンステムの日町?

発しています@これまでのところ飛初体環境科ザ

に関わる本格的な研究は.主としてスペースンヤ

トルオービターで行われました。スペースンャト

ノレの場合 1 週間lから 10 円位!立の|拠られた計訓II で

すがー SFUでは半年収伎の長WIIHIにわたって計測

が可能です。さらにスラスター巡附，高7ltl上太陽

発~実験，電気推進実験など環境と強〈干渉する

E延期や実験が予定されているため. SFU ミ '.1:.-" ヨ

ンによって飛m体環境の研究は急速に進展するも

のと期待しています。しかしながら，この環境~i

iJ\lI システムも SFU表 IHI付近の傑境しか計測するこ

とができません。飛割i休環境の全貌を明らかにす

るためには. ~~捌体のスケールの松低100ffi程度の

範聞の原境を訂 IJlIJすることが必要です。このため.

次のステ y プとして j~jげーの周辺 10kmまでの飛初体

環境を立体的に雫!日i掃引 Ii"' 出 IIすることのできる環

境計測用テザ一衛星ンステムの検討を現在進めて

います。(ささき・すすむ)

第2図 2台のSFU環焼計測器パッケージ(EM)

q
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*シンポジウム ~

科学衛星シンポジウム

I:l I時 平成 3年 7 灯 1 日(J Il- 2I:l(火)

場所 手泊料q初[チE所 2 階訴il1J品

宇宙利用シンポジウム

日時 平成3年 7 川 8 1:l 0 1l-9 日(刈

場所 日本学術会議

附lイトせ先 宇宙科学術究所研究協力説 JI~問手IJ 川係 0427(51)3911 ・|人 J2234 ， 2235

*ロケット・衛星関係の作業スケジュール( 6 月・ 7 月)

6 月 7 月

5 10 15 20 25 30 l 5 10 15 20 25 ヨ}

… ι~~
a ・， ,

一~M-3S11-6
副主 L オベレーシヨノテスト

(KSC)
SOLAR-A 総 {} .t. 騎

(ISAS)
GEOTAI1. HFT-2
単体機器ル動ぷ験 'il体櫨器品 l動」験

I[

MT-135-55
MT-135-56 噛介せ

亡コ
抗 Iυ1111 ヘネトレ タ1'\入完駒 へTR 燃鋭出 j 附試験 TM-2~ 叫 :/I'.CC 地上燃班試験

INTCI INTel INTCI
部 I; ，人 J，:.~u. ホ'R肱

(SSCI
(5/1611 よリ)

お詫と訂正 ISAS ニュ スNn121 号において.

ホ紙および :J， 表紙(奥付)町需サが'ミスフ I)

ンりされておりますので下記のとおリ訂正し

およむび致します.

ぷ紙イ i IllN o. lll を削除 . !A i、紙(奥付) Nul20 を

Nul211 こ JT11 。

有主主 *M-34SIM 地上真空燃焼試験

例IU 引\ (表紙写真~撮影前山勝 AIj)

臥聖里)) M-V'\'i ロケパ、推進系開発のため
に計 [Iili されているー~の燃焼試験的第 2 回 U に当

る燃記試験が. NTCJ! っそ燃焼試験線において. 19

91 年 3 月 27 日 II 時30 分点火によリ行われた。 M-34

SIM モータは. M-V!\~ ロケット第 3段M-34 モータ

を1/ 3.6 統尺で模擬したンミュレーション モー

タで，今回の試験目的は. M-34 モ タの試作に先

立ちゃ各 Hi 新技術の制能を雌起してその詳細 ii丸j'l

に役立つ尖別データを取得することであった。

新開発の日 AI 充填率コンポジット推薬 (B P-205

J)グレインの.投棄ー型後方蔚火点火モータによ

る着火は.of滑で、その燃焼はk，品・安定であった。

予定していた全~hHIJ項目のデ タと光学記録の取

得にも成功した。写真は.真空梢内で燃焼中のM

SIMモータの外観である。
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実質的に第 2段M-24モータのシミュレーション

モ -7であったTM-800TVC 氏宅燃試(1989年 10

)I)と M-14SlM大気燃試(1990年 10月)と iii せて，

本試験を以て. M-V引ロケット推進系開発のため

のイ'愉試験の過仰を終了した。 1991年度には，こ

の過松で得られた諸データに基づいて.各段試作

l 号機モータの詳細II設~I と一部試作を行う。これ

と平行して. NTCは.それらの本格的な燃焼試験

を行うための新営設備の噂入と既存設備の鉱充・更

新を進めるべき建設の手一節を迎える。(高野雅弘)

*2 つの X線新星の発見一日独米ソの 4台の衛星

が競争l..協力したー

X紘基lの中には新星として，突然現われるもの

が少なくない。昨年の II 丹 22 日に r ぎんが」によ

って，とも~に発見されたX線新経は KSCでの解

析て"12秒同期のパルサーて'あることがすぐにわか

った。ところがそのデータの中に X線，<ーストが

見つかり.大騒ぎとなった。 X線パJレサーから X

線バ ストが発生することはこれまでに知られて

いなかったからて"ある。しかし冷静に巧えると 2

側のX 紛~ jJ~!がi山然，同じ l時期lに同じ視野に現われ

る可能判もある。早速，衛星をゆっくり回転させ

て走盆を~j った。やはり.その広がりは1f闘の場

介よリ少し Jよし 2 倒の }l~ であることを不してい

た。走盆データのパルス販制の変化とスペクトル

の概略から 2 つ並んだ北側の尽をパースター，

南側の星をパノレサーと ~i~別 L. 天文11£械を打った。

さらに. 12)I に人って別の hi ムlから走貨を行って、

位置を決め 0.4 1.主総離れた 2例の X線源であること

を確認して，再度m:報を ~J った。

ところがこの電文はドイツの衛星 ROSAT の結

栄と同時に掲載された。 ROSAT は正維な位誼と

共に r ぎんが J とは逆に北側の .m をパルサーであ

ると発表した。続いて. ffIちにオ 7 セントによっ

て倒別に観測すると共に，打ち上げ直前の米 [tl の

衛~Astro ー l でも鋭 iWI するように要請した。 r ぎ

んが」によるオフセ y ト観 iWJ はやはり，北側 lの尽

からパーストを南の星からパルスを検出した。 m

報の発信まえにドイツに訂正電報 iを打つニとをす

すめたが.ff.外にもドイツ fJll Iの返事は北側がパル

サーに!日 ji主いないというのて ROSAT の結巣に

ついては論評せず，観測事実だけを発表した。

As tl' o-l は ROSAT がパノレサーだとした北側の星

を観測した。しかしパルスを認めることはできな

かった。これで決 45 がついたと， E、われた今年の 2

JJ になって.ソ連の衛星グラナ y トは北側の星か

ら 12 秒周期!のパルスを検出したと天文屯骨 iで報告

した。グラナ y トの観測総はパルサ の識別能力

がないと思われるので. ソ連 1聞lに問い合わせたと

ころ，調査するという返事であった。

今年の 4 月 8 CI から名占屋で X線大文学の|主 l際

会議が開催された。この関係者全員が飢をそろえ

た。 ROSAT は少ないデータ盈による数"J:自 'J な[凶

然であり r ぎんが J の結来が正しいことを認めた。

グラナ y トは「ぎんが J の発表に気がつかず. R

OSATの結果を鵜在みにしたようである。かくて.

X線昼のロゼンタストーンかと思われた一件は落

着した。できれば再度同時に観測をする約束をし

て別れたがX~新星がまだ絢lいているかどうか定

かでない。(幌町'文命)

*M-3S11-6 号機噛み合わせ

M-3S]]-6 号機の噛合せは 2 月 26 日から 4 月 15

日までの 49 日の IBJ に ~~m 体試験株て・行われ. ロケ

y ト機体への搭載機器の組込み・電気的動作試験，

振動ー衝撃などの機械環境試験.衛星との Ti串試

験など一連の e試験を終え.鹿児島への発送準備を

終7 しました。細かな不具令も山ましたが 6 号

機ということもあり，今回の噛合せは終 'I t!Ai の時

却l を気にせずに進めることができました。

(山脇菊夫)

*SOLAR-A FM 総合試験

SOLAR-A 衛星は，極大期 lの太陽治 t}J を，軟 X

線から Y線まて'の rt い波長域でレ観測することを目

的としている。昨年 II 月から続いている総合試験

ふ大詰めに近つ'いてきた。途中，思わぬトラブ

ルも何度か起きたが，そのつど関係者の頑張りと.

日 fjl を Jやりくりすることで \f可とかはは'スケジュ

ル通リに進んできている。 2 J-l下旬には出 J.{[ 試

験が，また 3 月中旬には t起動・衝幣試験がそれぞ

れ行われた。
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HJ の連休明けからは，衛星全体のベーギング

と然A~試験という大物が待ちかまえている。二

の版記i を lEいている時点では，衛星への熱'ilL対の

貼リ付けなど 5 月に Il'Jけての準備がたけなわで

ある。 SOLAR-Aに俗載される観ilill機総のうち.

とくに軟X線望遠鏡 (SXT) には X 線反射鋭と j主

占田検出棋のCCDへのよごれの付着の心配があり，

そのためベーギングは入念におこなわなければ主

*NASA宇宙運用局長一行の来訪

4 月 23 日， NASA宇Hi運用局長C.T.Foree lX:と

ESA字凶運用センタ (ESOC)所長K.Heftman 氏

が， NASA宇宙運用部のA.Chang博上を伴って相1

t免除キャンパスを来訪された。今回の来 n の五目

的は、宇宙データ中継 追跡衛星における周波数

利用や中縦方式段、準化に|刻 l ， 円.*・欧の字'山

機関の問jで 1-. hi レベjレの会合をもつためて“あると

聞いていたが.ヰヱ.，山科学研究所への来訪 I :J: .この

機会に，科'干:1柑M.の述刷?寺市IJおよびデータ取仰に

|見lする文彼 協力についても.その現状や動 ILIJ を

l白被;字J&l しておきたいとの意 11'11 に J，Iiづいている。

まず.丙村内Ii'!丸山 HI対外協力室長らによる散

迎と寸 'di併の紹介に絞いて，凶中教授はか数名の

教官をまじえて，科学衛星の追跡符如l 立:1)1および

データ取得協力につき.過去の経緯と現状を踏ま

えて広〈立見の交換が行われた.

Solar-A , Astro-D , SFU実験.およびEURE

CA等に対する止:mおよび協力全般について、局長

および所長から好意あるJill鮮が示された。

午後は. I 記ほかの科衛星計画につき，担当教

'自がミ y ションの槻嬰と文彼・協力要求の説明を

行い，来，VJ者 1\聞からの活発な質問に符えた。 Sol

ar- Ai'li.!il.組立 'I'のJ;t境試験練と I括原運用管制主主の

悦祭に終る 1 101 の日位が消化されたのは，予定時

刻を i 時間以上過ぎた 6 時近くであった。

翌24 円には.説藤宏文助教授が臼国宇'rhセンタ

へ御案内した o Force局長は犬人を同行され，初l

事の旅と現地の64 メートルア/テナの見すを来し

まれたそうである。(ニ出敬I差)
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ら主い。

また， SOLAR-A はす'山 .Ifの科学1話思として初

めて. NASAのDeep SpaceNetwork(DSN) の

海外受伝局を利用することになっている。総合試

験の進み具合を償日でにらみながら.海外'立{言の

技術的な|問題について.米|五|官 m との協議も進めて

いる。なにぷん初めての試みなのて刊 i ljt の五雇用も

これまでとは l除干の迩ったものになるが，大訟の

科学データをダウンリンクでき，大きむ成*=をあ

げることが j訓待される。

機株れ l当の皆さんのご協力により.衛 h~ の前五 i

は約 390kg 以卜と子氾!以トーに軽減て"さ， l:'1 i足の舟

命がをif;びると関係省一同，存んでいる。打ち上げ

を 8 FJ 下旬にひかえ.お』主ろげながら見えてきた

ゴールにあらためて公を引き締めて， 日夜， l~j !i1.

と \uJ き合う毎日である。(小川原嘉明)

合第 10 回宇宙科学講演と映画の会開催される

宇宙科学講掛{と映 l血lの会が. 4 月 20 日(I)午後 3

時から布栄町朝日ホ ルにおいて開催されました。

この行 'I'; は.本研究所が創設された日( 4 月 14 日)

を記念して毎年行われているものです。

本年は，上杉邦 jB 教11 と水谷仁教 J受がそれぞれ

「てこ子尖験 1'1 1旦ーひてん」及び「凡の 1\遣をさぐる

LUNAR-A 計 III"J と匙 j して講演をねった後，西

村所長，司会役の{ド J川助教授も加わって聴衆から

の熱心な質挺を長けました。

又.映画は rWeleome [0lSASJiii.び rM-3S

[]-5 号機.月スウイノグパイ衛手ひてん J が上映

さ t し 500 人近い米場おの大きな拍手がなリやまな

いまま午後 6 時30 分過ぎ，閉会となリました。

(肯 it 制犬)



ISY記意企画のお知らせ 1

火星探査国際論文コンテスト

“ Together toMars" 日本大会

勺

f各.I I! 探-If.フ内ロジェクトの J4 案や SETI (地球外知

(I(J'-I'.' 抜!の探茸; )なと'の itiwlJ で生 ~I られる米|五 lの惑 !I~.

協会 (The Planetal'YSociety，会長 カール・

セーガン)が.スイスの事業家ダドレー・ライト

氏の協力を fli て， lSY 記念行，~>として椋記のよう

ない|際論文コンテストを実施しています。

このコンテストは.人軍lの火星探貨というテー

マに基づく研究を通して告い人々の'γ 留意欲，

創造性.能力 1"1 1二等をめざし，次代を1u.う科宇者

.技術者の育成を凶ろうというものです.

'j 宙科学研究所では， ~;E; }l~.協会からの喜起訴i を受

けて，この 1"'\1禁論文コ/テストの H 本大会を F百じ

のように実地することになりました。~~:~);虫干 firi を

ご犯の上.ご家紋・知人のi同I-f 店、等， 11\ ってご比、

必ください。

[主催) 'j 宙科乙/研究所

[後援]財団法人1 ・rid ドT 桜興会

[応募資格l 1973年 1 }JI[，j以降( 1JJ 1 日を含

む)に生まれた者。

[応募課題]火早への心人往復飛行の途上で出く

わす様々な問題や.火星表面における人/B Jの生

命維持に関する従来。例としては.

①閉鎖系のI; U昆システムをどのように作るか.

②空気・水のリサイクルをどうするか。

③放射能力、ら人休をどのようにして保泌するか。

@食総栽培についての f草案。

⑤火星!車産の ;(tiJJj( を人間!の生命キ lut にいかに j!l:

ヲtJ、。

⑥手 IJflJ するエネルギーをし、かに故小にするか。

⑦飛行中町トレーニング。

などが挙げられます。

[応募形態) ，単純は 400 寸づめ原稿用紙で 20 枚か

ら 50 枚。表紙に，以ド的事項を記入して下さい。

例人応募の場合は.ぷ題.学校名，学年，氏

名.ふリがな.生年月日，自宅 firk ，電話

グルー 7 応必の場合は噌課題.学校名司グル

ープ r.. 代表品名.代表-IJ' I礼宅住所，屯 ntt.

作成新リス I· (学年.氏名，;、リがな.と|♂午

月r1)

I応募締切) 1991 年 7 月 20 U(IJ必泊

[応募先および問い合せ先1

干229 事II伝川県相模JJ;(市山~I' f， 3 ー 1 -1

宇宙科学研究所『火 'lUi歯文J 係

TEL0427-51-3911

[入賞発表) 1991 年 7 }J31 日(札応募者に直接通

知する。

[表彰) I，企秀作品には以iI~'Ct!HIun~色。

I国際大会 l f'長禿作品 3 山以内を、 'j-:'I 山科学研'允

所が Yi:~~{ した上て IIII 按大会に jiUrj する。国際大

会事引を n会は， 1991 年末まて"に 20 作Jb 以内の

1"'1 際医禿 11: I~-lll を選 -15'， 1992 年年 iiil に発表する。

国際 l憂禿作品 l 作品につき 2500*' ドルが校ワさ

れる。 l主lr 'r.\ l世究作品の執革新ならびに助長首は司

1992 年 8JJ. *'同ワン/トンて'行われる表杉式

および悶際 1 箇年|具Ii生行 4与に1i'i l守さ jしその際

ワンントンまでの性 l!i航空券がワえられる。な

お、|玉\I務コンテストに推郎されたすべての作品

に対 l. jPJらかの賞品がワえられる千定である。

H.Dudl ・y WrightInt ・rnatlonal Stu 白川 Contest

TogetherToMars

THEPLANETARYSOCIETY
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~一一一一一一一一一一一 ISY記愈企画のお知らせ -2一一一一一一一一一一一一τ

太陽観測衛星 rSOLAR-AJ の愛称公募について

主催文部省宇宙科'"I'M 究所

1992年の国際ヰ前年の記念企画として，今年の

8JJ に jj 上げが予定されている太陽観測衛星 r S

OLAR-AJ の愛科、を一般から募集して， fl 卜げ後

のこの i#，P，'の変初、といたします。

| 応募方法

1111旦の愛称を行事レ、ガキにひらがなと漢字で

書き (j 内r，氏名，年齢を記入して投剥してくだ

さし、。

~;ti先 干229 神奈川 ~~H日校!申、市山野台3ート l

文部省ヰ商科学研究所

愛称公#係 (fi0427-51-3911 内 22ω)

後援財同法人宇Hi科学振興会

2 ，応募期間 6 月 l 日日)から 6 月 30 日 (HI

3 ，選考・発表

選考は術11~.愛柏、選考委員会が行います。

衛星が軌道に釆ったことが線認された段階

で( 8H 末の守'定)， i崎町I 打上げ地 lIT である鹿児

向ヰ宙空間程~iJ\llfii で発表を行います。また当選

1;には;nって記念品を贈単いたします。

4. その他 1ヰ宇宇宇:~宙 E科ザ

上げられた科学 1術紛主長 i てでd、「たいよう」と「ひのと

リ」と利、する愛科、はすて rに侭!われていま 1 ので

除外して下さい。

全国高校生作文コンテスト

「宇宙と人類の未来

1989 年1lI 44J~J 国 i主総会において IS Y (悶際司'出ー

年)の行Hffi tJ'支持され '[:'1山の附発・平IJIH をjJ!)じ

て 't'l山分野における国際協力を促進する tl々な τI>

3主 催し等が~見ず，;itl 界各 III において{i:: l耐1 ・ 4奈

されています。そのひとつに問ill!主 fii:の両校生作

文コンテストがあります。寸'Iii科学研究所では，

この国連の<II!I'iに制極的に参加する立場から，際

記のような作文コンテストを尖施します。

[主催 1 "j:'Ii i科学研究所

[後媛]文部省・l!オ仔|法人'r: 'J.i科'干 :jl ，興会

[テーマ 1 r宇山と人知のよ来 店、の 3Jr 」

i 出が将米どのように|井 l発されていくか，その

民望.及びその宇'出 I-m 発が我が国並びに人間 1相

会にどのように武献していくかについてビジョ

ンを記述する。

[応募期間 l 1991 年 6 月 1 日 -7 丹羽田

[応募方法]原稿用紙 (400 オづめ) 5 校科皮にま

とめ，郵私立番号 ·tt 所年愉. '~I 別 電話番り

ザ校名・学年を明記の上，以十の宛先へ郵 i尋す

ること。

私の夢 」

干229 神奈川リ，"1'1' 1検)阜市 IJI 'j!j'台 3 -1-1

,j:'，h 科学側究所研究協力~~内

「会岡高校 'I 作文コンテスト」係

(fi0427-51-3911 内 2238)

[賞賞品]

〈最優秀賞> 1,1.t:(

丈青|目大臣奨励 'ft (一予定)

阿南券 (50 ，∞0円分)

NHKサイエンススベシャノレ「銀河 rj': '1由オデ

y セイ J 1 セ y ト

主お，/k副(の上， [悼凶孟叫II際努 i連主合主{骨催i住巨 r f，許高=討j校生作

F文コンテス卜.アジナ大会」に i滋韮られる。

<日使E禿，員>9l.

NHK サイエ/ススべンヤノルレ「銀 t戸河H可I宇宙オテデ
y

y セイ J 1 セソト

うち 2 仙までに文部大臣奨励賞を授与。

[発表]優秀告本人に直接通知されるほか， ISA

S ニュ ス (1991 年 9 月号)に発表予定。

[報告]最優秀作品は， lSAS ニュースに ltl ，I在子

{

'"。

。
。
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大きさ O.lmmの巨大原子

宇宙科学研究所崎本一博

o.Imm というと日でみて主んとかわかる位度の大

きさです。これからおはなししようというのは，

高分子とか微粒子といったものではなし出径が

約 0.1 mm の胤 f が宇宙空間には存点しているとい

うことです。

みなさんよくご存知のように. I凪干の常識的大

きさは1Q-'cm脱皮てーす。これはどんなに重い!且チ

でもだいたい同じで. f自l えばウラニウム 1Mイの直

径は¥J5XIO 'emlこすぎません。しかし.原子が

おい即j起状態であれば原子の大きさはいくらでも

大きくなることができます。(といっても，中身は

ほとんど空っぽです。)このときの原子の l白ー径はま

ft子数を n としておおよそ1.5X lQ 'n'em になり

ます。 n は無限大まで可能ですから.理店の上で

は太陽系よりも大きな胤チがあってもよいわけで

す。

しかし税尖にはそのようなl車、子が存在するわ

けがありません。 n が大きくなると itt子を束縛す

る力が弱くなり.わずかな繰らぎで原子は壊れて

しまうからです。従って，どのくらい大きな原子

が存在できるかは周りの環境がいかに静かである

かによるわけです。それと同時に，原子を高い励

起状態に上げられるだけのエネルギ 師、がなくて

はいけません。

それでは尖際にどのくらい大きな IJ;( f がドl 然界

で見つかっているのでしょうか。ソ i生のKonova-

lenko によるカンオペアA方向の再結合線緩め屯波

観測から噌 n の松高記録として n =732 の炭素原

子が存証することがわかっています。この原子の

直径が表題にあるようにだいたい 0.1 mm になりま

す。水素やヘリウムの桝結介線の主J1iJIII では，筆名ー

の知るかぎリ n が 300 以上のものは凡つかって

いません。さらに.普通の再結合線が放出である

のに対して. n>350 の炭紫原子の再結合線は吸

収になっています。これはどうしてなのでしょう。

そして.この巨大炭素原子はどのようにしてでき

9-

るのでしょうか。

この聞いに答えるために Walson (W.D.);童はお

もしろいアイデアを出しています。説明は省略し

ますが.特異な l阜、千が存イlーすること向体が.そこ

てーの環境の様子を知る -nill な鍵になっているはず

です。ほかの場所にも巨大阪 fーが存夜しているの

か，それとも特別lな条件が必要なのか。今後さら

にいろいろな研究が進むことが望まれます。

一方，実験室ではどのくらい大きな n の原 f が

作られているでしょうか。普辿.物倒尖験で朋い

られるのはたかだか n -50までにすさません。大

きな n の原子を作るには超高真 ZE. 超高分解能，

外場の遮厳といった非常に錐しい実験技術が必要

なのです。ところが，世のけ 1には恐ろしい尖験家

がいるもので，段近ドイ Yのグノレ プが n -500

のj血 f ( バリウム)を作ってしまいました。この

場合の直径は.天文学上の発見には及びませんが，

*'J40μm になリます。

n の最高記録.今後どう伸びるのでしょう。そ

して，この巨大原チ，我々 にさらにどう役立って

くtLるて'しょうか。(さきもと かずひろ)

糠可 l了とイオンが結合 L. そのあとから放出ある

いは吸収される~佐波のことを再結合総といい

ます。

毎(部

1A O.1l111l

ふつうの原子(在)と巨大原子(石)の電子構造



a普及事l d L_
ノルウェー出張記

宇宙科学研究所山脇菊夫

現地アンドーヤでの iU>は機材の開制 点検か

ら地上系ケーブルのつなぎ込み.モータ l刻倒，搭

載機器の動作チエ y 久尾興組付~白胴却のま且付

け，ランチャー装 rh 電波テストと特別な不具作

もなくMi l調にすすめられまし た。

l 自の 'Uli は ー復 H)jけ， iii，満天の~，を fill ぎな

がら宿合のロ y ジから数十歩で「出勤」し食堂

で朝食。 'I' ， i'j 811与からの側の 1J 合せを前ませ，毎

々の場所に l放って{十 'I>です。昼食む食油ーに戻って

とります@タ|百|がせまる 'I 後 4 時，現地スタッ 7

も }JII わり、 1:1，失. ノルウェ一言語のいりまじった

夕方の 11 合せ。打イ干せ後は残りの il 'I>の )'1 付けや

町Iまでタ似の材料の n山しなとです。

ロケ y 卜I!Jの Iii 本コ，， 7長の桁 i停のもと各々が

山来ることを手伝つての夕食。食器は各自が下げ

て自邸IJlllli1 い機へ片付けます。夕食後.お t闘をよ

りたしなむ }jはテーブルの奥の 1iに陣取ってゆっ

くり過ごします。この内LJ: 111 年の教訓カ‘ら目いっ

ぱい rY ち込んだので心配〈よかったようです。

品、ぃオーロラ(l SAS ニュース 120 号表紙の'勺-I' d

や台風の J1のように激しい並 UJ きのオーロラ L でま

した。 vf 1:1のようにでているオーロラは飛行機雲

のような灰色のすじが1-1<.天空を*幽に繊切っ

ているだけです。 1'1 ，ブルー.品、.いくつもの色

がまざリあい.カーテン状のすそがヒラヒラと妹

う針やかなオーロラを lUIl.\していたのですが.今

年は総天然色ではなく lii 色だったのは残念です。

1]上げの n は 夕食の後すぐプロックハウス

へlilJかいます。発射山ではロケ， I へのコネ 71

;Ii統. SAD<".'.'火安全機械)発射fI !11 への七 y 卜の

i丸ランチャーを 1" っているコンテナがフォーク

リフトで引っリ :1~ って外され.発射角度がセ y トさ

れます。 ~W 山の ill避が昨認さiL，搭載機器のむ

i同iON ，発似器が安定するまでヒ トラノ.そして，

f品械機誌の~;}J作チエ '/7 を行い正出なことを鍬 i12

し午後 911'\0 そのまま、すぐれ上げが可能な状態

10

で待ちます。あとはオ ロラの :B 方次第。

MR は午前 3 時まで j.Y 機し中止。 2 日開は 3 時

半まてオ年って中止でしたが. u標のハルセーティ

ングオーロラが中止の 15 分後に H1 たとのことで.

3 日間は午前 4 時までがんばることになりました.

3 日 U，午前 4 時をまわりましたが「もう少しで

出そう J。鶴In実験主任にとっては'I' ， I'. 延期を fuf l:l

L 繰り返すのは心が重い L ，オ ロラも出来るだ

け良い条件を選ぴた "0 選択に苦慮の隙了が{ムわ

ってきます。こちら「まだまだ 1丙む気力もある L ，

心おきなく存分にどうぞ J。コノトロールセンター

から「発射 10 分所 l まて“進めて仰機」と民黙の抜送。

小型 1' 1'11助教 t1 がブロ y クハウスから H 本新て '-fM IlIj

して放送したところコン|ローノレから "Ic削

understandMr.Onoda.Thankyou の放送。過度

の 5制l; がやわらさ気が/&ち靖〈ロ 2 分 Alj て千晶"在機

器~U: i}ht を内部とし，正品動刊を雑誌、。 20秒前にタ

イマースタート。そして発射。ロケ y トは正'，<fI;に

飛捌し観測もほぼ成功。ほっと一弘。

打上げ後は返送機材の梱包とリスト作成，観測

デ-1 の再生収録などを行って，すべて終 f です。

現地のコントロ ルセンター，ランチャーや発

射管制盤などたいへん y ンプルでした。余計なお

金をかけていません。メーカーに it< ~I せず，それ

も少人数で。保守運用はもちろん出米上りに多少

の不調 II ..Lはあって L 工4L 自前て'やっていました。

_.J; どの建物にも付: 'I日品とは~Ijにソ 7 ァー・応

接セ y トを備えた共用の休息"亘があリ，管理 J車に

は図志家.サウナ，ボ球主，ビリヤード，ピアノ

を備えたホ ルもあります。これらを参考に宇宙

研でも生かしたいと思いますが

眠くて目をニするために伺のまわリが痛くなリ

ましたが， 12 名会只， t長我もなく無‘ JHrti 包lするこ

とができました。出張前'I' 1ゐたくさんの方にお

111:Jli にむリました。あリカさと 7 ごぎいました。

(やまわきーきくお)
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~、こク号訴宙 略語のしおり 大気球 (2)

，ii]号に~~}'，き.宇宙観測 JTJ大気球の用踏を説明す

る。

スーパープレッシャ一気球

前号の故1去の耳~Flで，告、l"R庇市iに机公イしのある

ゼロプレッ y ャ一気球について述べた。我々がm

いている大21J 気球はil!1 'lil; このタイ 7 である。これ

にたいし ， m 公イしが主〈ー否問一杯に膨らんだ後

は上封とともに気球のl人j /1がJft大するタイプの気

球をスーパープレ'/:/ャ一気球と nl.;{。内圧の 1

持と:JI:に i7-1J が減少するので. 11:j重と釣り1';-う所

で一定の正:il:主を f%つ。

ゼロプレ y シャ一気球では，余分なガスを捨て

ているので. 日投により気球内のガスの楓!主が下

がると.浮力を失って高度が Fがり始める。高度

を [~I復するには.パラス|を投下しなければなら

ない。スーノマ プレソシャ一気球ではこのよう主

ことがないので，長!VI ~:Ji'{-i!tさせるのに過してい

る。しかし縛〈悦いフィルムで内圧の上告 i に耐

える丈夫な気球を作ることは難ししまだ小型の

ものしか尖 III 化されていない.

カッタ一

気球の飛矧を終了させる i祭には、 j( l" Rの rlf，リ紛

を切断し.観測持をパランユー卜で降下させるロ

切断 ~ii は，直径 20-30mm ，民さ 70mm 組伎の小さむ

惨状のもので. :I~ り紐が jjfj る火が闘いている。こ

の火に火薬の力で M物が jq' LH1 される。

気l"R を飛ばす時には、地上からの桁令電波でf1

動する j インカ y タ と.非常用として.向肢が

呉市に降下した場合に、気圧計に連動して的動す

るスクイーブカ y ターを制iiえて安全刊を高めてい

る。

パラスト

気球のAU~j高度をコントロールするために.地

上からの指令でダミーウェイトを投下する。パラ

ストの材料は司スチールンヨ y 卜と呼ばれる 0_6mm

将の欽粒である。パラストタンクの底部には 7

グネ y トと':tt般石を組み合わせたパラスト弁が付

けてある。地上からの指令て寸江健引に 'IlL流を流す

と， 7 グネットの磁界が11 ち消されることで保持

1Jが失われ.欽粒が流れ孫ちる。砂時計のような

榊造てFあるから.役下時間と投下量は正昨に比例

する。

よりもどし

天文観ililj等では，上空で観測~~を回線の)lIi'Jに

向けなければならない。気球吊リ紐の途中にモ

ターを柿人して量!tI1lIJ器の方位角を制御するのがこ

のよリもどし制御}J式である。簡単な凶転機術で

谷易に方向制御が笑現できるので，これまでに多

くの気球観測で利用されており，方向市Iii却の代名

訂lのようになっている。

この方法以外にも，高い制Ii~粕伎が求められる

場介には.円般を回転させる反作用で観ililj慌を動

かすリ 77~ ョンホイール}j"式.高速で凶転する

大きなフライホイーんのジャイロ効果を利用する

CMG方式等が試みられている。

巻下げ器

成層凶大弘、に含まれる微111:物質の観測匂では，

気球フィノレムから出る僅かなガスも観測lの妨げに

なる。そこで.観測器を公fぶからできるだけ離し

た L、。しかし.吊リ械をあまり長くすると気球の

}直球作業の時に凶る。そうした問題に干与えるため

に f1' られた装iEが巻下げ22である。魚釣りのリ

Jレを大型化したものを惣定していただけばよく.

rrJ り維をドラムに巻いて l古l定しておき. 142で地

上からの折令によりリリースする。ただL. iiliI.主

があまり iili くならないよう.プレーキを掛けなが

ら降ろす必裂がある。

M'l(;100m位度巻ドげるが， 300001 降下させた記

録もある。 ヰー'山'研- J.::};， lj 1J 之

-11 ー



私的宇宙論

山本東光

長い問、宇宙開発の仕事に従4してきたが，こ

の間，宇宙」という単語の志味について，子生〈与

えることなく過ごしてきた。

先日. lll;xな折りに昨惑をめくってみた。 Tt UJ.J な

諸氏には笑われるかもしれないが，的訟によると

「寸街J ， '宇 J ， '前」には色々な意味があるニと

を今更ながら発見した次第である。

「宇宙」にはすべての天休を含む空 11Il.万物を

包容する ~IBJ. 森維万象，時間J，存{I する事物の

全体1干の芯、味がある。この「ヰ:街J という言楽に

対する英語としては本米 'UNIVERSEJ が適切な

巾 u百てdあろ 7 。

字'山を分解して"宇'J と「宙」に分けてみると

次の械である。

"下」 こころ，たましい.村事II，大きい，おお

う，すがた， )(1也凶}j， ~Hn可。，宙」 大ZE，天

地内""，空間， II寺Ii礼1i\f， 1恨の時 1111. b!根等。

-}j我々字'山鹿が H 出使う 'SPACEJ という単

55には空間J.宇宙空間，場所司余 1'1 ， II寺 IMI等の意

味がある。 'S PACEJ と「宇宙」を較べてみると

Ijij者は味のない物型的なな昧しか無いのに f走者は

哲学的、杓神 (I'" な意味あいが多分に含まれている。

r'1 ・出」とはなかなか12訴のある言集である。

小生は今迄，物理的な世界としての 'SPACEJ

の分針に身を置いてきた。技術座のはしくれとし

てこのす'巾を楽しんできた。 l~j Jj! の試験，打よ，

五hHJ笥で貧乏暇なく過ごしてきた。

j品近tJ本では「ゆとり」という言葉がマスコ

ミをにぎわしている。言う迄もなく「ゆとリ」

とは暇をつくることではなし人生を充実したも

のにするための時間をもつことである。言ってみ

れば 'S PACEJ としての時間|ではなく「宇宙」と

しての時間をもつことが「ゆとり」であろう。

その道、味では我々(小生， )は 'S PACEJ その

ものは楽しんできたが，大地の n日に広がる精神的

な世界としてのl時間と宅問l である「宇'山」を充実さ

せてきたとはとても思えないと感ずる同今である。

今の日本では 'SPACEJ としての時間をっくり

はlすことが「ゆとり」であると錯覚している。未

だまずしい 'SPACEJ に{十んてvいるのである。

般若心経に哲学的なヰ宙の志i味(空)を含んだ

色即是空，空即是色という有名な言葉がある。勝

子な意味に解釈してみると.内IJ者は生きていくた

めの仕事が「色」であるとすれば、それは己に何

ら残してくれるものはなく .q しいことである。

f走者は必ずしも利訴を求めず精神的な満足を科

られることを rZE」とすれば，これBII ち充尖した

布形な世界「色」てvあるという意味にもなる。人

生、仕宝I~は「色」司仕事を離れれば rZEJ となって

しまうのが，まさに日本人である。人生の楽しみ‘

ライフワーク r -q.;: J をともむった充実「色」をめ

ざすのが「ゆとり J である。本来的;(j';r味である.

rzEJ と「色」が一体となってはじめて充実した

生きカ川、カどうまれるのて1立主かろうか。

先日、小生の恩師が定年で大学を退任された。

その先生は 70オにして未だt学会に単独名で論文

を発表されているロ多分生泌を研究生活ですごさ

れることと思われる。また日17Eそのものを楽しん

でおられる。本当はこのような姿が理忽的な人生

の過ごし方なのかもしれない。

ヰ・街.ifの先生方も仕事がライ 7 ワークとなり、

まさに r~J と「色」が一体となった「宇'liiJ に

甘んでいらっしゃる方由、多<， ，c，、から rk ましく，思

う次第である。凡人である自分には「空J '色」

一体の寸宙を仕事の 'I'に見い出すことは，無理な

ようである。仕卓以外に追を見い出すしか解は無

さそうだ。

さて，何をするか?妓念ながら思いつかない。

'S ドACEJ 的て"は無< '宇宙」的に自己を充実さ

せる為に， しょうがない/取り敢えず体力をつけ

て，昼寝でもしながら与えるとするか。

(NEC，やまもと はるみつ)
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